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安衛則の一部を改正する省令が６月１日に施行された。これにより、熱中
症のおそれがある労働者を早期に見つけ、迅速かつ適切に対処することに
より、熱中症の重篤化を防止するための「体制整備」などが事業者に義務
づけられた。特集では熱中症対策強化のポイントを紹介する。


